








A  Practice  of  Body  Expression  Activities  in  Athletic  Festival  of  Kindergarten.
― Considering  Contents  of  the  Work,“Wish  Fine  Day  Tomorrow”―
Aki  Endo ＊・Saori  Hanaki ＊＊
＊ Department  of  Education,  School  of  Letters
Mukogawa  Women’s  University,  Nishinomiya  663-8558,  Japan
＊＊ Department  of  Early  Childhood  Education,
Poole  Gakuin  University,  Sakai  590-0114,  Japan
Abstract
It  is  the  most  important  for  little  children  that  using  their  whole  bodies，they  imitate  something 
and  express  freely  their  selves  with  various  kinds  of  rhythm.
We  continue  to  create  works  of  body  expression  and  introduce  those  to  teachers  in  a  nursery 
school  or  a  kindergarten.  So  we  should  know  how  they  put  the  work  into  practice  and  consider  what 
factors  give  little  children  good  effects  through  enjoying  body  expression.
We  give  a  concrete  example  for  discussion.  We  created  a  work,“Wish  ﬁne  day  tomorrow”，for 
which  we  got  the  idea  from  daily  children  lives.
Little  62  children，four  years  old，could  be  enjoying  our  work  in  the  athletic  festival  of  their  kin-
dergarten.  We  could  see，by  cooperation  of  the  kindergarten，how  they  performed  it  as  their  own 
expressions  and  what  inﬂuences  they  could  have  in  their  daily  lives  after  their  experiences.


































ボウズにお願いしようという部分である．具体的内容は，Fig.  1 に示した．
表現遊びの構成，内容，楽曲，動きの表現などについては，筆者らが所属している新リズム表現研究会
で討議しながら考案し，2005 年 7 月 30 日，大阪市立中体育館にて，幼稚園の教諭・保育士等の約 150 名
の参加を得て指導者実技講習会において紹介した．
（2）　実践研究の方法
講習会に参加した保育者の 1 名が勤務するＫ市の公立Ｋ幼稚園年少クラスにて，2005 年 9 月上旬～下
旬にかけて実践協力を得た．対象のクラスは 2 年保育の年少 4 歳児クラスで，もも組，ばら組，各 31 人




















































Fig.  1.  表現遊び『あした　天気にな～れ』の構成原案
－ 34 －
（遠藤，花木）











































































































































































































































































































































2007）3）であるが，1 人，2 人組み，グループ，クラス，2 クラス合同でなど表現する人数にも工夫されて
いた．
年少児にとっては，幼稚園で初めて体験する運動会である．発表することについて楽しみや期待もあろ
うが，広い場所で，見ている人がいるという非日常的な環境での表現体験は負担を感じることもあっただ
ろう．運動会は，新しい身体表現の運動体験，友だちとのかかわりの体験などを通して新たな経験を得る
機会であってほしい．身体表現の遊びのなかで経験したことを，生活の場面で再現するなど，経験を深化
していることも確認されたように，運動会までの過程のなかで，何度も表現することを繰り返して動きを
身に付けていきながら，一つの形あるものに作り仕上げていくプロセスも大切にしたい．
表現遊びを形あるものにしていくためには，保育者が子どもの活動に対する予測と展開をあらかじめ準
備しておくことが必要になる．保育者の動きのヒントになるような言葉かけを手がかりに，子どもが思い
描くことを引き出していくこととともに，動きたくなる動きを保育者と一緒に楽しむことも考慮しておき
たい．自由な表現を求めようとして保育者が身体で動きを提示すると，動きの模倣になってしまう難しさ
があったが，これは幼児にとって，保育者の動きが動きたくなる重要な拠所であることを示しているし，
保育者と一緒に動くということを幼児が求めていると思われる．須永（2007）4）は，身体の動きを相手と合
わせていくことにより興奮が高まり，相手との快の情動を共有することができると述べているが，周りの
子どもや保育者と共に動くことでお互い楽しさが通じるのであり，保育者が一緒に動きを示している意味
は大きい．子どもが模倣して楽しむことも，創造的な動きを楽しむことも幼児の大切な身体表現の活動で
ある．身体を動かし，共にあることを楽しむことを大切にしたい．
身体表現活動では，保育者にとっては，子どもの創造的な動きをどのように生かしていけばよいのか，
それをどのように受け止め広げていってよいかなど，指導する上での大きな悩みをもっている（2006　遠
藤）5）．音楽や動きの題材を含む教材の内容の検討を深め，今後も子どもの身体表現活動を支えるための
原本となる日常の保育にいかせる身体表現遊びの内容について具体的に提示していきたい．
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